


「神対神」10円

　全能の神ゼウスは、大きな悩みを抱えていた。聖なる服に身を包まれ、白い髭がもさもさしている。いかづちを握っていた。
「一体どうしたら良いのだ」
首を傾げ、腕組みをして考える。
「そうだ、兄に聞くとしよう」
天から冥界の神ハデスに声をかけた。
「ハデスよ、聞いて欲しい」
「俺様が、なぜお前ごときの話を聞かねばならぬ？」
黒くトゲトゲしい声だった。
「話を聞かないと言うのか、それ即ちハデスの負けだぞ」
ゼウスの目の前に、黒い霧がたちこめ、ハデスが姿を現した。薄汚い服に、骸骨の杖を握っている。
「俺様の負けだと、弟の癖に生意気な口を叩くな」
「その意気だ」
「いいか。俺様は、一度たりともお前に負けてはおらぬ」
「では聞こう。明日の天気は、晴れと雨どちらか迷っておる」
「あ？」
「晴れor雨？」
「それは雨で良い」
「ほう雨か」
「雨だと、負のスパイラルが蔓延するからな」
「じゃあ私は、晴れに賭けるとしよう」
「どうやって決着をつけるつもりだ」
「多数決といこう」

二人はテーブルに腰掛けた。
「私は人間の票をもらう」
ゼウスは、いかづちを落とす。電塔が焦げた。
「確かに、私利私欲で動く人間ならば、圧倒的に晴れの票が多いだろう」
「俺様は、動物から票を貰う」
ハデスは、ライオンの命を吸い取った。ライオンは死んだ。
「そうか、動物ならば、本能で水を欲する。票が流れたな」
「では私は、昆虫から票を頂こう」
ゼウスは、いかづちを落とす。木々が燃えた。
「昆虫は雨で命を落とすものが多い。見事に晴れの票獲得だな」
「だが、甘いぞ。俺様は植物から票を集める」
ハデスは、レンコンの命を吸い取った。レンコンは枯れた。
「植物は、水無しでは生きられない……」
「私は単細胞生物から、票を集める」
ゼウスは、いかづちを落とす。家を真二つにした。
「ミドリムシは、晴れを歓迎しそうだな」
「これで王手といこうか、カビを選択する」
ハデスは、カビに命を与えた。カビは活性化した。
「兄の恐ろしい一手だ」
「私も黙って見ているわけにはいかない。ウィルスを選ぶ」
ゼウスは、いかづちを集める。自らのエネルギー源とした。
「な！晴れで乾燥していれば、ウィルスの天国だと言うのか」
「……」
黒い霧が立ち込め、ハデスは、姿を消した。

　全能の神ゼウスは、ある悩みを抱えていた。そわそわした様子で、白い髭をいじる。
「退屈だ。どうすればいい」
背伸びの体操をしながら考える。
「そうだ、兄に聞くとしよう」
深海の神ポセイドンに声をかけた。
「ポセイドンよ、相手にしておくれ」
「面倒だ」
威厳のある声だった。
「面倒？この前貸した北風を返してもらっていい？」
ゼウスの目の前に、水蒸気が濃縮されポセイドンが姿を現した。体は全て液体でできている。
「今は返せない、もう少し待ってほしい」
「ああ、北風返すのは、いつでもいいよ」
「あれがないと、海が混ざらないからな」
「ポセイドン、退屈だ」
「たったそれだけの用事か」
「では、生き物しりとりスタート」
「ゼウス、他にやることないのか」
「人間の成長は著しい、放っておいても繁栄している」
「手がかからなくなったと？」
「そうなんだ」
「お題は、海と陸でやろうか」
「私が陸の生き物で」
「わしが、海の生き物か」
二人は神の椅子に腰かけた。
「ゾウ」
ゼウスは、山にいかづちを落とした。
「ウミウシ」
ポセイドンは、海底火山を噴火させた。
「シカ」
ゼウスは、川にいかづちを落とした。
「カメ」
ポセイドンは、海に渦潮を作った。
「メジロ」
ゼウスは、海にいかづちを落とした。
「ロ……」
ポセイドンは、津波を起こした。
「海の生き物のほうが少ない。これって、圧倒的に不利じゃないか」
水蒸気が昇華され、ポセイドンは姿を消した。
「兄貴おつかれさま」


完
